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株式会社 構造ソフト 

 今月のイチオシ 
 

 

機能解説       Q&A（適判等からの指摘事例） 

「BUILD.一貫Ⅵ」      ・・・P1 「BUILD.一貫Ⅵ」 「BUILD.壁式Ⅴ」 Q&A  ・・・P5 

 
 

◆「BUILD.一貫Ⅵ」 

・許容応力度計算時におけるひび割れによる剛性低下について 

「BUILD.一貫Ⅵ」では、許容応力度計算時にひび割れによる剛性低下を考慮する指定が可能です。この指定は、平成 19 年国

土交通省告示第 594 号第２第三号イにおける、「耐力壁を有する剛節架構に作用する応力の割増し」に関係します。 

「耐力壁を有する剛節架構に作用する応力の割増し」は、地震力作用時にある階の耐力壁が負担するせん断力の和が、その階の

層せん断力の 1/2 を超える場合に、その階の柱（耐震壁の付帯柱は除く）それぞれについて、支える重量に一次設計用地震層せん

断力係数を乗じた値の 25%（すなわち C0=0.05 以上に相当）のせん断力が作用した際の当該柱の応力度が許容応力度以下と

なることを確認するためのものです。 

ここで、建築物の構造関係技術基準解説書より、「ひび割れに伴う剛性低下を適切に考慮した非線形増分解析により許容応力

度計算を行う方法」は、第三号ただし書の特別な調査又は研究に該当し、本規定の適用を除外することができると記されています。 

 

許容応力度計算 
平 19 国交告第 594 号第２第三号イ 

耐力壁を有する剛節架構に作用する応力の割増し 

弾性解析（線形解析） 必要 

ひび割れによる剛性低下を考慮した弾塑性解析

（非線形増分解析） 
不要 
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・入力方法 

ナビゲータウインドウの入力項目ツリーの[計算条件]-[部材剛性]-[基本条件]を選択します。以下の画面が表示されるので、地震

荷重時の剛性として[ひび割れ剛性]を選択します。 

 

[ひび割れ剛性]を選択します。 

 

 

テキスト入力の場合は、許容応力度計算データの［ＳＴＭ１］（部材剛性の評価方法）の 16 項目で、以下の下線部のように

入力します。 

STM1 * * * * * * * * * * * * * * * 1 
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・断面計算結果の比較 

許容応力度計算時のひび割れによる剛性低下を考慮しない状態で、Ｙ方向加力で耐震壁の負担するせん断力が、その階の層

せん断力の 1/2（50%）を超える物件で、許容応力度計算時のひび割れによる剛性低下を考慮した場合と断面計算結果を比較

します。 

 

耐震壁の負担するせん断力が、その階の層せん断力の 1/2（50%）を超える 

 

 

次ページに断面計算結果を示します。比較した柱（１Ｆ階 Ｙ０通り Ｘ２軸）では、ひび割れによる剛性低下を考慮した場

合の方が設計曲げモーメントが小さくなりました。 

許容応力度計算時にひび割れによる剛性低下を考慮するかしないかで、応力解析結果が異なります。そのため、一概にどちらが断

面検討を満足しやすいかを示すことはできませんが、設計方法を検討する手段の一つとしてご活用ください。 

 

Ｘ 

Ｙ 
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【ひび割れによる剛性低下を「考慮しない」場合】 

 
 

【ひび割れによる剛性低下を「考慮する」場合】 

 

Md＝30－30×1.48＝－14 

Md＝30－30×1.00＝0 

応力割増はなし（＝1.00） 

平成19年国土交通省告示第594号第２第三号イによる 

耐力壁を有する剛節構に作用する応力の割増し 
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◆「BUILD.一貫Ⅵ」 「BUILD.壁式Ⅴ」 Q&A（適判等からの指摘事例） 

タイトル：「正常終了されていること」が確認できないと指摘された 

Ｑ．確認検査機関より、「正常終了されていること」が確認できないと指摘を受けました。どのように説明すればよいでしょうか？ 

 

A．何に対しての「正常終了」を指摘しているか確認していただく必要がありますが、他社プログラムにおいて、計算が途中で終了せずに最後まで行わ

れた時に、計算書に「正常終了しました」というメッセージを出力しているものがあると推測いたします。 

弊社プログラムでは、「正常終了しました」というメッセージは出力しておらず、何らかの要因で計算ができない（例：不安定構造など）場合、計

算は途中で強制終了され、計算書は作成されません。従って、計算書が作成されていれば、計算が途中で終了せずに最後まで行われたことを意

味します。 

また、指摘が「計算結果が正常であるか（問題がないか）」を意味している場合、計算した内容を計算書として出力し、NG になる場合や注意を

要することがあれば、計算書にメッセージを出力しています。こちらを参照して、最終的に設計者が判断することになります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 
 

 

※ 弊社ホームページの Q&A では、この他にも、適判等からの指摘事例の Q&A を 350 件以上、通常の Q&A を含めると総数 3950 件以上掲

載していますので、ご活用ください。なお、Q&A の閲覧は、トータルメンテナンスを契約中のお客様限定となります。 

https://www.kozosoft.co.jp/support/qa.html
https://www.kozosoft.co.jp/support/toiawase.html

